
能登豪雨

倉敷市社協と

ＡＭ･ＤＡ派遣

　
　
石
川
県
能
登
半
島
を
襲
っ
た

　
記
録
的
豪
雨
を
受
け
、
倉
敷
市

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
国
際
医
療

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本

柚
・
岡
山
市
）
は
2
7
日
、
被
害

一
に
見
舞
わ
れ
た
同
県
輪
島
市
に

　
そ
れ
ぞ
れ
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
派

‐
‐
‐
。
週
し
た
。
。
（
2
7
面
関
連
）

　
倉
敷
市
社
協
は
職
員
５
人
が

輪
島
市
社
協
と
協
力
し
、
1
0
月

５
日
ま
で
の
予
定
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
当
た

る
。
西
ぼ
本
豪
雨
の
際
に
支
援

物
資
の
提
供
を
受
け
た
緑
で
、

１
月
の
能
登
半
島
地
震
後
に
輪

島
市
社
協
に
職
員
を
派
遣
し
て

い
た
。

倉
敷
市
内
で
あ
っ
た
出
発
式

で
、
伊
東
香
織
市
長
は
市
が
被

輪
島
市
社
協
に
派
遣
さ
れ
る
倉
敷
市
社

協
の
佐
賀
事
務
局
次
長
（
手
前
）
ら
５
人

らの大政よるかa
l

０
｛
文

談災
し
た
西
日
本
豪
雨
な
ど
を
踏

ま
え
「
経
験
を
支
援
に
生
か
し

て
」
と
呼
び
か
け
た
。
職
員
を

代
表
し
佐
賀
雅
宏
事
務
局
次
長

は
「
被
災
者
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
」

と
述
べ
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
鍼
灸
師
２
人
を

派
遣
し
た
。
被
災
者
支
援
に
当

た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
体

職
員
を
ケ
ア
し
、
復
旧
作
業
を

後
方
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
ノ

　
２
人
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
被
災
地
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
す
る

朝
日
医
療
大
学
校
（
岡
山
市
）

教
員
の
山
口
大
輔
さ
ん
（
5
2
）
と

飲
料
水
な
ど
を
積
み
込
み
、
出
発
準
備

を
す
る
鍼
灸
師
の
山
口
さ
ん
（
左
）
と

林
さ
ん

i
r
z
;
l
　
j
｡
1

１
］
『
ｙ

西
明
堂
林
鍼
灸
院
（
倉
敷
市
）

院
長
の
林
篤
志
さ
ん
（
3
4
）
。
1
0

月
１
日
ま
で
を
め
ど
に
は
り
治

療
を
行
う
。
要
望
が
あ
れ
ば
延

長
も
検
討
す
る
。

　
山
口
さ
ん
は
「
不
眠
不
休
で

頑
張
る
自
治
体
職
員
ら
に
休
息

と
癒
や
し
を
提
供
で
き
れ
ば
」
、

林
さ
ん
は
「
地
震
と
豪
雨
災
害

の
二
重
被
害
に
苦
し
む
被
災
地

の
力
に
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
　
　
（
後
藤
泉
稀
、
西
平
亮
）
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